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北海道小樽高等支援学校 

〒047－0261小樽市銭函１丁目 10番１号 

電話 0134-61-3400（代表） 
Web http://www.otarukoushi.hokkaido-c.ed.jp/ 
E-Mail otarukoushi-z0@hokkaido-c.ed.jp 「 海 わ た る 風 」 

 

「大好きな自分を見つけよう」 
                                                校 長 濱   裕 晃 
 

 心地よい春の風が吹くなか、新１年生 56 名を迎え、総勢 144 名の希望に溢れる新学期がスタートしまし

た。本校では、「大好きな自分を見つけよう」という成長目標を設定し、「やってみよう」「なんとかなる」「あ

なたらしく」「ありがとう」という４つのキーワードを大切にした教育活動を進めています。 

１.「やってみよう」とは、目標をもち、挑戦や経験から学び、夢や目標を達成しようということです。 

２.「なんとかなる」とは、前向きに考え、失敗してもくよくよせずに、頑張ろうということです。 

３.「あなたらしく」とは、人と自分を比べずに、自分のしたいことを見つけ、自分らしく生きることです。 

４.「ありがとう」とは、感謝をすることだけではなく、思いやりの気持ちを言葉や行動で伝えたり、人に 

  親切にしたり、人とのつながりを大切にすることです。 

 私たちの目の前には、ちょっとした喜びや楽しさがありますが、ふだん見つけることができているでしょ

うか。人から親切にしてもらって嬉しかったり、人に親切にしてあげて「ありがとう」と言われたり、大好

きな自分でいられるために必要な「人」や「場所」や「物事」などを、より多く見つけることが、幸せな人生

にもつながることなのだと思います。「好きな自分」とは、笑顔でいられることだけとは限りません。苦し

いけどがんばり続けている自分、誰かのために力になろうと努力している自分、ちょっと悔しかったけど人

の話を素直に聞けた自分、こんな自分が嫌いじゃないと思えることも「好きな自分」に出会えるための大事

な要素のひとつです。「自分が好き」と思えるときには、自分の「よい部分」が発揮できている実感と周りの

人に認められている実感の双方が伴っているときなのだと思います。自分のよい部分を発揮していても、目

の前の大切な人たちが認めてくれないことには、自分を好きになることはできないかもしれません。また、

自分にとって大切な人たちが、自分を認めてくれることで「自分を好き」と思えるのではないでしょうか。 

 むすびになりますが、小樽高等支援学校が、みなさん一人一人にとって「好きな自分」をより多く見つけ

られる学校であり、お互いが「大切な人」となれることを願っています。今年度も保護者の皆様や地域の皆

様のご協力をお願いいたします。 

 

４月９日（木）に第18回入学式が行われ、18期生56名の生徒が入学しました。 

 多くの来賓、保護者等の皆様や在校生、教職員に見守られる中、期待と不安に胸を膨らませた新入生たちの高

校生活がスタートしました。 

 これからの３年間、充実した高校生活を送ってほしいと思います。そして、社会人としての力を身に付けるた

めに様々なことにチャレンジしていきましょう。失敗しても大丈夫です。その経験から学び、成長することに期

待しています。 

（１学年主任：小笠原 純） 

     



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木工科では、木材加工を通じて、１年生は「基礎・基本」の習得と平面を主とする製品を、２年生は、発展的な

技術の習得と立体的な製品を、そして、３年生ではさらに応用的な技術を身に付け、組立を主体とする各種木工製

品を製作しております。  
 これまで、木べら、なべ敷きなど生活に根ざした製品やフォトフレーム、カフェテーブルなど生活に潤いを与
える製品、３段ボックス、キースタンドなど、創意工夫された新製品などを制作してきました。 
  昨年度、学校祭では販売した木工製品が「完売」となり、多くの保護者等の皆様や地域の皆様に喜んでいただ
きました。 
 また、道庁交流広場で行われました「ほっこりふれあいプロジェクト」にも参加し、製品販売の他、「モルック
体験」などを通じて、多くの方々との交流も深めてきました。 
  今年度もさらによりよい製品製作・提供をしていくとともに、保護者等の方々や地域の方々とのつながりを大
切に、その輪を広げていければと考えております。これからも御協力のほどよろしくお願いいたします。 

(木工科主任：大滝 尚孝) 

 

 

環境・流通サポート科では、ビルクリーニングで使用する清掃道具を用いて、校内清掃検定や教室清掃、

窓清掃などの作業を行っています。また製本や販売など、流通やサービスに関する学習にも取り組んでいま

す。校外では、ＪＲ銭函駅の清掃や、高齢者宅の除雪作業などに取り組んでいます。地域の皆様、いつも御

協力いただきありがとうございます。様々な活動を通して、保護者等の皆様や地域の皆様とのつながりを大

切にしながら、明るく元気に学習していきたいと考えています。今年度も御協力よろしくお願いいたしま

す。                          （環境・流通サポート科主任：大久保 彰子） 

 

      

生産技術科では、「紙工作業」を中心題材に「セラミック作業（窯業）」、「サンドブラスト作業」、「園芸作業」な

ど、様々な作業に取り組んでいます。 

 主に牛乳パックを原料とした「紙工作業（紙すき）」では、３学年を通じて重点的に取り組み、１学年では「学校

案内」用紙を、２学年では「学校用封筒」を、３学年では「卒業証書」用紙を製作しています。 

 また、サンドブラスト実習では、クリアホルダーやグラスなどに文字やマークを入れ、学校祭で販売しておりま

す。学校祭ではオーダースプーンやオーダーフォークを受注しております。ぜひお越しいただき、オリジナルスプ

ーンやフォークを注文していただければと思います。 

 その他にも園芸作業で花壇整備をしたり、地域貢献活動では学校周辺のごみを拾う地域清掃や除雪などの活動に

取り組んでいます。また今年度から革工など、新たな作業種に取り組む予定です。 

様々な作業学習を通して、生徒の成長とともに、より良い製品提供ができるよう丁寧な物づくりに努めていきた

いと思います。今年もどうぞよろしくお願いします。 

(生産技術科主任：成田 琢留) 

    

     

       

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18期生が入学し、各学年で作業学習が始まりました。縫工実習と製菓実習の２本立てが主な活動です。両実習

とも２、３年生が1年生に道具の使い方や作業工程などを教える共同学習が行われています。また、縫工実習で

は、様々な素材を製品に取り入れバッグやポーチ、巾着袋、トートバッグなどの製作を行っています。製菓実習

では、曜日毎に各学年でパンを製造し本校のカフェで地域や保護者向けに販売しています。 

(家庭総合科主任：大槻 貴博) 

 
 
福祉サービス科では、「介護」と「接客」の分野を中心とした活動を通して働くために必要な力を身に付ける学習

に取り組んでいます。２学年後半にグループ選択があり、「福祉グループ」と「サービスグループ」に分かれて学習

を行います。 

 「福祉グループ」では、介護職員初任者研修の習得を目指し、高齢者介護の知識や技術について学んでいます。

地域の高齢者施設などにも御協力いただき、現場での実習やレクリエーションを通じた交流も行い、利用者様や職

員様と触れ合う中で寄り添う介護について学んでいます。 

 「サービスグループ」では、カフェポッポリーの営業やカフェで提供する焼き菓子の製造を行っています。保護

者等の皆様、地域の皆様に支えていただき、オープンからこれまで 17年間営業することができました。昨年度はイ

ベントカフェに力を入れ、皆様とのつながりをつくる・広げる場としてカフェを大いに盛り上げることができまし

た。今年度も皆様に楽しんでいただけるようなイベントを開催し、皆様とのつながりをより一層広げられるように

していきたいと思っています。感謝の気持ちを込めて、笑顔でおもてなしいたします。今年度もどうぞよろしくお

願いします！ 

（福祉サービス科主任：梅野 美里） 

                          

 

４月 15日(水)５～６時間目に新入生歓迎会を行いました。１年生は２、３年生に向けてクラス紹介を行い、３

年生は学科や部・外局・同好会の紹介を行いました。 

 １年生のクラス紹介では、学級毎に自己紹介や学級目標の発表を行いました。とても緊張した様子でしたが、ど

のクラスも声を掛け合って助け合いながら発表していました。在校生による学科紹介では、学科の製品や作業につ

いて分かりやすく動画や実演で発表していました。部・外局・同好会は活動紹介の他にメンバーを募集する熱い声

が多く聞かれました。 

 生徒会執行部からは、学校行事や学校生活でのルールやマナーついて説明がありました。みんながよりよい学校

生活を送れるように困ったことがあったら２、３年生を頼ってルールやマナーを守って楽しい学校生活につなげ

ていきましょう。 

(指導部：高野 映美子) 

    

    

 

      



 

転  任  者  等  の  紹  介 

･教    頭    御家瀬    豪  (雨竜高等養護学校 昇任) 

･教    諭     國 重 真 央  (新採用) 

･教    諭    丹 甫 律 喜 （新採用） 

･専門寄宿舎指導員  建 部 潤 自 (高等聾学校) 

･専門寄宿舎指導員   成 田 定 嗣 (余市養護学校) 

･専門寄宿舎指導員  穴 田 雅 也 (平取養護学校) 

･専門主任主事    杉 山 真 紀  (札幌西高等学校) 

･期限付教諭     渡 會  勇 希 

･期限付教諭     佐 藤    誠 

･期限付養護教諭   近 藤  かえで 

･専門支援員     大 塚  ゆかり 

 

 

※職名・名前（前任校）の順に記載してあります 

 

 

http://www.otarukoushi.hokkaido-c.ed.jp/  小樽高等支援学校ホームページもご覧ください。 

令和８年度 行事予定 ５／６／７月 

 
７ 月 

1日（水）桂岡小交流③ 

2日（木）生徒会活動日 

 7日（火）午前 金曜授業 

9日（木）局活動日 

 10日（金）1年進路懇談会② 

午前 火曜授業 

漢字検定① 

 15日（水）2年職場見学 

 16日（木）生徒会活動日 

19日（日）すずらんピック(バスケットボール) 

20日（月）祝日 海の日 

21日（火）プール終了 

22日（水）1学期終了式 

参観日 

      SNS講習会 

      ※13：30下校 

６ 月 
1日（月）2学年Ⅰ期現場実習～12(月) 

      3学年生徒面談週間～4(木) 

     ※3学年14：30下校 

2日（火）午前 金曜授業 

Ⅰ期学校見学会①  

※3学年14：30下校 

3日（水）1期学校見学会② 

      ※3学年14：30下校 

4日（木）1･3年耳鼻科検診① 

     生徒会活動日    

5日（金）午前 火曜授業    

※1学年13：30下校 

6日（土）開校記念日 

7日（日）すずらんピック(陸上) 

8日（月）1年生徒面談週間～11(木) 

※1学年14：30下校 

9日（火）※ 1学年14：30下校 

10日（水）Ⅰ期学校見学会③ 

      ※1学年 14:30下校 

11日（木）局活動日 

      ※1学年 13:30下校 

14日（日）ポッポリークラブ 

15日（月）3年Ⅰ期現場実習～26(金) 

17日（水）桂岡小交流① 

18日（木）1･2年耳鼻科検診② 

22日（月）プール開始 

24日（水）桂岡小交流② 

25日（木）局活動日 

５ 月 
11日（月）部・同好会・局活動開始（1学年） 

 13日（水）避難訓練① ５校時 

15日（金）2年生保護者等懇談週間～22(木) 

      1年生胸部X線･心電図検査 

      2年生進路懇談会① 

18日（月）3年見学旅行～21(木) 

21日（木）生徒会活動日(2･3学年) 

22日（金）3学年休業日 

      ※2学年 13：30下校 

25日（月）2年生生徒面談週間～28(木) 

      ※2学年 14：30下校 

26日(火) ※2学年14：30下校 

27日(水) 生徒総会１～２校時 

※2学年14：30下校 

28日(木) 局活動日 

      ※2学年13：30下校 

29日(金) 1学年保護者等懇談週間～6／5(金) 

     ※1学年13：30下校 


